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大阪市立九条北小学校 



（様式１） 

大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

◎学校教育目標 

人間性豊かで 実践力のある児童の育成をめざす。 

（校訓）  ・よく考える子(知)  ・すなおな子(徳)  ・がんばる子(体) 

知・徳・体のバランスのとれた未来を切り拓く｢生きる力｣を育成する。 

 

１ 学校運営の中期目標 

現状と課題 

  本校は、大阪市教育振興基本計画を踏まえて、「知・徳・体のバランスのとれた未来を切り拓く『生きる

力』を育成する」を校訓とし、「人間性豊かで実践力のある児童の育成をめざす」を学校教育目標として

掲げ、教育活動を進めている。子どもの実態としては、穏やかで優しく、素直で明るい子どもが多い。休み

時間には、校庭に出て元気によく遊んでいる。また、保護者・地域は、概ね学校教育に協力的であり、地域

に開かれ、安心して通うことのできる学校であることを強く願っておられる。九条北小学校は、保護者や地

域からの温かい力添えを受けながら、仲間とともに楽しく学び続け、仲間とのつながりを大事にし、「安心・

安全な教育の推進」「未来を切り拓く学力・体力の向上」「学びを支える教育環境の充実」を図る学校を

めざしている。 
 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について、肯

定的回答の割合は８6．3％（目標８５％）であった。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にい

つでも相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合は、７２．６％であった。 

〇令和７年度の校内調査において、不登校児童の在籍比率は 0．4１％（目標０．４１％未満）であった。 

「いじめアンケート」を学期に１回実施し、児童の実態の把握に努めてきた。また、スクリーニング会議や

児童理解実践交流会をひらき、配慮の必要な児童の実態を職員間で共通理解することができた。 
 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」について、肯定的

に回答する児童の割合は、９１．２％（目標９２％）であった。校内調査（児童アンケート）では、「学校の

きまりを守っていますか」の項目に対して、 肯定的な回答の割合が９３．９％に達しているものの、まだま

だきまりを守ることができていない児童も見られるため、継続した指導が必要である。 

〇令和７年度の校内調査（児童アンケート）における「火事や地震の時に、どのように行動したらよいか 

知っている」の項目について、肯定的に回答する児童の割合は、９9.1％（目標９７％）であり、ほとんど

全ての児童が非常時の行動について理解していた。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合は、８０．5％であった。 

〇令和７年度の校内調査（児童アンケート）における「児童会の活動は、いろいろと工夫して楽しい」に対

して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合は、６７．８％であった。 

 



〇令和７年度の小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団で比較する

と、 ６年 １．０２⇒１．０５  ５年 ０．９３⇒０．９９  ４年 ０．８９⇒０．８６ であった。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団で比較する

と、 ６年 ０．９５⇒０．９０  ５年 ０．９４⇒０．８６  ４年 ０．８９⇒０．９１ であった。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して肯定的に回答する児

童の割合は、８4．9％（目標８５％）であった。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して肯定的に

回答する児童の割合は、７1．0％（目標８０％）であった。 

〇令和７年度の校内調査（児童アンケート）における「学校で学習したことを理解できていますか」の項目

について、肯定的に回答する児童の割合は、９１．７％（目標９３％）であった。 

小学校学力経年調査の結果、対全国比では６年の国語だけが上回っている状況であった。中でも４年

の国語と５年の算数は、対全国比が０．８６と他と比べても低い結果であった。 
 

〇令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査について、体力合計点を見ると、男子・女子とも、 全

国の平均を下回っている。女子はかろうじて大阪市平均を上回ってはいるが、反復横跳びや立ち幅跳び

では、全国の平均を大きく下回っている。 握力の平均の記録は、男女ともに大阪市・全国の平均を上

回ることができた。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合は、８４．７％であった。 

反復横跳びについては、例年の課題となっているが、なかなか日々の体育の授業や休み時間を活用し

たアクティブタイムの成果が結果に結びついていない現状である。 
 

〇令和７年度末の校内調査(児童アンケート)における「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じくらいの時間

におきていますか」に対して、肯定的な回答をする児童の割合は、８３．９％（目標８０％）であった。 

今後も早寝早起きの習慣を継続することができるよう、児童への指導だけでなく、家庭からの協力も得

られるような取り組みを進める。 
 

〇令和７年度の校内調査(児童アンケート)における「健康な体をつくるために、バランスのとれた食事をと

ることを心がけている」に対して、肯定的に回答する児童の割合は 95.2％（目標９０％）であった。 

食に関する指導を計画的に実施してきたことで、児童が食に関心を持ち、バランスよく食べようと意識す

ることができた結果だと考える。今後も目標を達成することができるよう、取り組みを継続していく。 
 

〇令和７年度の授業日において、児童の８割以上が学習用端末を活用した日数の授業日に対する割合

（ただし、事務局が定める学校行事等 ICT活用が適さない日数を除く）は、8４.５％（２月末現在）であ

り、目標（63％）を大きく上回ることができた。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に答える児童の割

合は、７１．5％（目標８０％）であった。校内調査（児童アンケート）の結果は、８３．５％であり、目標を上

回ることができた。引き続き目標を達成することができるよう、図書の学習の時間や読書週間における

取り組みを、継続して進めていく。 

〇令和７年度の「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準２を

満たす教員の割合は 100％であり。〔ただし、管理職を除く〕目標を達成できている。 

 



中期目標 

 

【安全・安心な教育の推進 その１ 】（安全・安心な教育環境の実現） 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための中期目標（小学校）  

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を８８％以上にする。（R7 ８6．3％） 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人に

いつでも相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７６％以上にする。（R7 ７２．６％） 

〇毎年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。（R7 0．41％） 
 

学校の中期目標 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を９３％以上にする。（R7 ９１．２％） 

〇令和１１年度末の校内調査（児童アンケート）における「自分の身を守るため、安全に気をつけて生活し

ていますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７５％以上にする。 
 

【安全・安心な教育の推進 その２ 】（豊かな心の育成） 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための中期目標（小学校）  

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を８３％以上にする。（R7 ８０．5％） 
 

学校の中期目標 

〇令和１１年度末の校内調査（児童アンケート）における「児童会活動は、いろいろと工夫して楽しい」に

対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７０％以上にする。（R7 ６７．８％） 
 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その１ 】（だれ一人取り残さない学力の向上） 
大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための中期目標（小学校）  

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において

経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 １．０２⇒１．０５  ５年 ０．９３⇒０．９９  ４年 ０．８９⇒０．８６〕 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において

経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.0１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 ０．９５⇒０．９０  ５年 ０．９４⇒０．８６  ４年 ０．８９⇒０．９１〕 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を８８％以上にする。（R7 ８4．9％） 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を７５％以上にする。（R7 ７1．0％） 
 

学校の中期目標 

〇令和１１年度末の校内調査（児童アンケート）における「学校で学習したことを理解できていますか」の

項目について、肯定的に回答する児童の割合を９３％以上にする。（R7 ９１．７％） 

 



 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その２ 】（健やかな体の育成） 
大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための中期目標（小学校）  

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８６％以上にする。（R7 ８４．７％） 
 

学校の中期目標 

〇令和１１年度末の校内調査(児童アンケート)における「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じくらいの時

刻に起きること」が大切だと思う」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８６％以上にする。 

（R7 ８３．９％） 
 

〇令和１１年度末の校内調査(児童アンケート)における「健康な体をつくるために、給食を残さず食べるよ

うに心がけている」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８５％以上にする。 
 

【学びを支える教育環境の充実】 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための中期目標（小学校）  

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか」に対

して、週３回以上と回答する児童の割合を７５％以上にする。 

〇令和１１年度の教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を月２０時間以下にする。（R7 ２１時間） 

〇令和１１年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を７５％以上にする。（R7 7１．5％） 
 

学校の中期目標 

〇令和１１年度の「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準２を

満たす教員の割合を 100％とする。〔ただし、管理職を除く〕（R7 １００％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 中期目標の達成に向けた年度目標 
 

【安全・安心な教育の推進 その１ 】（安全・安心な教育環境の実現） 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を８6.5％以上にする。（R7 ８6．3％） 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にい

つでも相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。（R7 ７２．６％） 

〇令和８年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。（R7 0．41％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．２％） 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「自分の身を守るため、安全に気をつけて生活して

いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７０％以上にする。 
 

【安全・安心な教育の推進 その２ 】（豊かな心の育成） 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を８１％以上にする。（R7 ８０．5％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「児童会活動は、いろいろと工夫して楽しい」に対

して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を６８％以上にする。（R7 ６７．８％） 
 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その１ 】（だれ一人取り残さない学力の向上） 
大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 １．０２⇒１．０５  ５年 ０．９３⇒０．９９  ４年 ０．８９⇒０．８６〕 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.0１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 ０．９５⇒０．９０  ５年 ０．９４⇒０．８６  ４年 ０．８９⇒０．９１〕 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を８６％以上にする。（R7 ８4．9％） 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を７３％以上にする。（R7 ７1．0％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「学校で学習したことを理解できていますか」の項

目について、肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．７％） 

 

 
 

 



 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その２ 】（健やかな体の育成） 
大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。（R7 ８４．７％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じくらいの時刻

に起きること」が大切だと思う」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８４％以上にする。 

（R7 ８３．９％） 

〇令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「健康な体をつくるために、給食を残さず食べるよう

に心がけている」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８０％以上にする。 
 

【学びを支える教育環境の充実】 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか」に対し

て、週３回以上と回答する児童の割合を６６％以上にする。 

〇令和８年度の教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を月２１時間以下にする。（R7 ２１時間） 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を７２％以上にする。（R7 7１．5％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度の「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準２を

満たす教員の割合を 100％とする。〔ただし、管理職を除く〕（R7 １００％） 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 



大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成
状況 

 

【安全・安心な教育の推進 その１ 】（安全・安心な教育環境の実現） 
大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８６.5％以上にする。（R7 ８6．3％） 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人にいつでも相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にす

る。（R7 ７２．６％） 

〇令和８年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

（R7 0．41％） 

学校の年度目標 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定

的に回答する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．２％） 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「自分の身を守るため、安全に気をつけ

て生活していますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７０％以上

にする。 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【施策１－１（いじめへの対応）】 
◎職員会議の折に、「いじめ不登校対策委員会」を行うとともに、児童理解実践交流会を  
定期的（年間５回）に実施し、情報の共有化に努める。いじめアンケートを学期に１回 
実施し、実態把握に努める。 

◎いじめ防止研修会やいじめ防止学習指導をそれぞれ年１回行い、いじめ防止の理解を  
深める。  
指標 
◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつ
でも相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。（R7 ７２．６％） 

 

取組内容②【施策１－２（不登校への対応）】 
◎不登校児童が前年度より減少するよう人権教育を進め、学校が楽しく安心して過ごす  
ことができる場所となるように努める。  指標 

◇ 令和８年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。（R7 0．41％） 
 

取組内容③【施策１－３（問題行動への対応）】 
◎問題行動への対応については、学年－生活指導部－管理職の組織を効果的に活用し、ＰＤ
ＣＡサイクルの原則に基づいて全容の把握・推移・課題の解決に向けて全力を尽くす。  

 指標 
◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的
に回答する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．２％） 

 

取組内容④【施策１－５（防災・減災教育の推進）】 
◎地域合同防災訓練を区役所・消防署と連携して実施する。（年１回） 
◎地震（津波）・火災・台風を想定した避難訓練を実施する。（年３回） 

 指標 
◇ 令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「自分の身を守るため、安全に気をつけて生活して

いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７０％以上にする。  
 
 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容①】 

 

 

 

 

【取組内容②】 

 

 

 

 

【取組内容③】 

 

 

 

 

【取組内容④】 

 

 

 

 

 

 

次年度（今後）の改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成
状況 

 

【安全・安心な教育の推進 その２ 】（豊かな心の育成） 
 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  
 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８１％以上にする。（R7 ８０．５％） 
 

学校の年度目標 
 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「児童会活動は、いろいろと工夫して楽

しい」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童を６８％以上にする。（R7 ６７．８％） 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【施策２－１（道徳教育の推進）】 
◎全学年を対象に「思いやり月間」を設定し、全校児童で相手を思いやる気持ちを高める取り
組みを実施する。 

◎学年に応じて、ゲストティーチャーの講話を聞いたり、学期に１回キャリアパスポートを行い、福
祉体験（車いす体験等）を実施したりする。 

◎日々の当番活動や係活動、委員会活動で児童が主体的に活動し、互いにほめあったり認め
合ったりできるような機会を学年に応じて設定する。  

指標 
◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか」に対して、肯
定的に回答する児童の割合を８１％以上にする。（R7 ８０．５％） 

◇ 令和 8 年度末の校内調査（児童アンケート）の「自分には、よいところがありますか」に対して、
肯定的に回答する児童の割合を８１％以上にする。 

取組内容②【施策２－２（キャリア教育の充実）】 
◎異学年でのたてわり班で「児童集会での遊びや交流」・「夏のつどい」・「全校オリエンテー
リング」・「卒業を祝う会」等を実施する。 

◎委員会を中心にした主体的な児童会の活動を行う。  
指標 
◇ 令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「児童会活動は、いろいろと工夫して楽し
い」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童を６８％以上にする。（R7 ６７．８％） 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容①】 

 

 

 

【取組内容②】 

 

 

 

 

次年度（今後）の改善点 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成
状況 

 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その１ 】（だれ一人取り残さない学力の向上） 
 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  

〇令和８年度の小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団

において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 １．０２⇒１．０５  ５年 ０．９３⇒０．９９  ４年 ０．８９⇒０．８６〕 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団

において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.0１ポイント向上させる。 

〔R6⇒R7  ６年 ０．９５⇒０．９０  ５年 ０．９４⇒０．８６  ４年 ０．８９⇒０．９１〕 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を８６％以上にする。（R7 ８4．9％） 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。（R7 ７1．0％） 
 

学校の年度目標 

〇令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「学校で学習したことを理解できていま

すか」の項目について、肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．７％） 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【施策４－２（「主体的・対話的で深い学び」の推進）】 
◎基礎学力の向上を図るため、朝学習やパワーアップタイムなどで計算や漢字の反復練習に
重点を置き、継続して取り組む。 

◎研究教科である算数科を中心に、「主体的・対話的な深い学び」の実現をめざした授業づく
りや指導の工夫に取り組む。 

◎少人数学習や習熟度別学習、通級教室など学習形態を工夫し、個に応じた指導の充実を
図る。 

 
指標 
◇ 令和８年度末の校内調査（児童アンケート）における「学校で学習したことを理解できています
か」の項目について、肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。（R7 ９１．７％） 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容①】 

 

 

 

 

 

 

次年度（今後）の改善点 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成
状況 

 

【未来を切り開く学力・体力の向上 その２ 】（健やかな体の育成） 
 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  
 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをす

ることは好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

（R7 ８４．７％） 
 

学校の年度目標 
 

〇令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じくら

いの時刻に起きること」が大切だと思う」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を 75％

以上にする。 
 

〇令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「健康な体をつくるために、給食を残さず

食べるように心がけている」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８０％以上にする。 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【施策５－１（体力・運動能力向上のための取組の推進）】 
◎すべての学級で、みんな遊びを学期に 1 回以上行うことで、運動やスポーツに親しむ機会を
設ける。また、委員会活動による取り組みや体力づくりにつながる取り組みを積極的に行い、
体力向上をはかる。 

 
指標 
◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする
ことは好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。（R7 ８４．７％） 

取組内容②【施策５－２（健康教育・食育の推進）】 
◎健康的な生活習慣を身につけるために、保健強調週間を学期に１回設定する。保健だよりや
保健指導、委員会活動を通して児童や保護者に啓発する。 

 

 指標 
◇ 令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「毎日、同じくらいの時刻に寝て、同じくらい
の時刻に起きることが大切だと思う」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を 75％以上に
する。 

取組内容③【施策５－２（健康教育・食育の推進）】 
◎ 児童の食への関心が高まるような食に関する指導を計画し、実施する。 
   食に関する指導をより効果的に進めるために、給食時の献立やおたより等を活用した日々 
の指導を積極的に行う。 

◎ 給食だよりや委員会活動を通して、児童の意識向上をはかる。 
  指標 
◇ 令和８年度末の校内調査(児童アンケート)における「健康な体をつくるために、給食を残さず食
べるように心がけている」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を８０％以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容①】 

 

 

 

 

 

【取組内容②】 

 

 

 

 

 

【取組内容③】 

 

 

 

 

 

 

 

次年度（今後）の改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



大阪市立九条北小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成
状況 

 

【学びを支える教育環境の充実】（教育ＤＸ・人材育成・生涯学習） 
 

大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標（小学校）  
 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用しました

か」に対して、週３回以上と回答する児童の割合を６６％以上にする。 
 

〇令和８年度の教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を月２１時間以下にする。 

（R7 ２１時間） 
 

〇令和８年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答す

る児童の割合を７２％以上にする。（R7経年 7１．5％） 
 

学校の年度目標  
 

〇令和８年度の「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する
基準２を満たす教員の割合を 100％とする。〔ただし、管理職を除く〕（R7 １００％） 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【施策６－１（ICT を活用した教育の推進）】 

◎朝の用意や学習の振り返り、パワーアップタイムなどで、１日１回は必ずまなびのポータルを

通して「心の天気」を入力するようにする。 

◎授業の中でアプリを活用したり、デジタルドリルで学習を深めたりするなど、児童が学習者用

端末を使う場面を工夫する。 
 

指標 

◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用しました

か」に対して、週３回以上と回答する児童の割合を６６％以上にする。 

取組内容②【施策７－１（働き方改革の推進）】 

◎ゆとりの日を週１回設定・実施する。 

◎年間の標準時数を大幅に超えることがないよう、計画的に授業時間数の調整を図る。 

 指標 

◇ 令和８年度の教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を月２１時間以下にする。（R7 ２１時間） 

◇ 令和８年度の「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準２

を満たす教員の割合を 100％とする。〔ただし、管理職を除く〕 

取組内容③【施策８－２（「大阪市子ども読書活動推進計画」に基づいた取組）】 

◎図書館司書との連携を図り、調べ学習に必要な図書の選定や学校図書の選定などを行う。 

◎図書委員会児童やボランティアによる読み聞かせを行い、読書に親しむ機会を増やす。 

◎玄関に毎日新聞を設置するとともに、授業などで活用するなど、文字や記事に親しむ機会を増やす。  
指標 

◇ 令和８年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を７２％以上にする。（Ｒ７経年 ７１．5％） 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容①】 

 

 

 

【取組内容②】 

 

 

 

【取組内容③】 

 

 

 

 

 

次年度（今後）の改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 


